
編 上行 文 ・中編 平行 文 ・下編 下行 文 に分 かれ 、詳文 ・験 文 ・禀 ・状 、咨 ・移

会 ・移 ・関牒 、牌 ・票 ・札 ・示 の文例 がそれぞれ数 件掲載 され てい る。

掲 載 され る文例 には、原 文書 の体裁 、及 び固有名詞 ・用語 の注釈がっ け られ て

お り、有益 であ る。 また句読点が編著者 に よってふ られ てい るが 、引用符 ・疑 問

符等 の他 の標 点は最小限 に とどめ られ てい る。 さ らに各編 の末尾 には、通論 とし

て 、清朝時代 の文書行政 を理解す るた めに不可欠 な基礎知識 が掲載 されてい る。

な かで も、第2編 の通論3の 「公 文中的交代 詞」 では 、独 特の 言い回 し方(「 為 …

事 」 「等因 」 「蒙此」 「前来」 厂准 此」 「為 此」 「理 合 呈請 」等)に つ いて丁 寧 に

説 明が付 け られ てい るお り、文書読解のた めに、極 めて有益 である。 文書史料 を

用 いた清朝史研 究を志す ものの必読の書 となるであ ろ う。(楠 木 賢道)

楊珍著 『康煕皇帝一家』

著者楊 珍氏 は 中国社会科学院歴史研 究所 の明進史研 究室 で研 究に従事 している

新 進気鋭 の士で ある。 本書 『康 煕皇帝 一家』(B6版 、438ペ ー ジ、1994年10月 、北

京 ・学苑 出版 社)の 表紙には、 この書名の左傍 に満 洲文字でelhetaifinhOwangdii

boo(康 熙皇 帝の 家族)と 記 され てい る。 す なわ ち満漢 合璧 の体裁 であ る。 「前

言」に よれ ば、著者 は1983年 以来10年 にわたって 資料 の収 集 に努 めた との こ とで

あ るが、実録 、起居注 をは じめ多 くの漢文文献や 宣教師の著 書等の他 に、特 に新

出の満 文襠 案 を博 捜 してい るのが注 目され る。全編9章 よ り成 り、第1章 は康煕帝

の父の順 治帝 と生母の孝康章皇后、第2章 は祖 母 の孝荘文皇后 、第3章 は嫡 母の孝

恵 章 皇、后 、第4章 は后妃 、第5章 は皇 子、第6章 は公 主 、第7章 は兄弟 と1至、第8章

は外 戚 につい て述べ 、第9章 は元来孝荘文 皇后の侍 女の蒙 古人 で、康 煕帝や 皇子

等 の輔導 に当たった蘇麻喇 姑な る人物 につい て記 してい る。以 上の如 く、康 煕帝

の 多 くの后妃及び親 族姻戚 の諸人物 と帝 との係 わ りを詳述す る と共に、その背景

の清 朝政 治史や宮 廷史 について もよく触れてい る、,康煕帝の家族 関係全般 につい

て これ ほ ど詳細 に研 究 した ものは他 に類 がな く、ユ ニー クな書物 であ る。

(神田 信 夫)
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